
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

蔵王町家庭教育支援チーム 

 （呼称：すまいるハート） 

 

②活動拠点 蔵王町ふるさと文化会館 

③活動範囲 蔵王町内全域 

④組織体制 

 

  １６ 人 

子育てサポーターリーダー６人、子育てサポーター１０人 

 

⑤活動開始年度 平成２７年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

蔵王町教育委員会生涯学習課 社会教育係 

（TEL）0224-33-2018   （E-mail）shougaigakushu@town.zao.miyagi.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（町公民館講座等での参加者の子供の託児と見守り） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

○託児業務や事業運営の補助 

 役場各課や町内の小中学校等からの依頼を受け、年齢によって託児や子

供の見守り、運営の補助などを行う。 

○町公民館講座「リフレッシュ♪mama café」（年 3 回）への協力 



 子育て中の母親の気分転換を目的とした事業。母親と子供が離れ、母親

が自分自身の時間を楽しむ機会を提供している。チーム員は母親の活動

中、別室で子供の託児を行う。講座終了後は母親たちの話を聞いたり、相

談事へのアドバイスなどを行っている。年１回は講座の企画段階から携わ

り、内容の検討や当日の進行役等を担う。 

○メッセージカードの作成 

 子育て中の親に向け、一息つける一言を添えた手作りのメッセージカード

を作成し、乳幼児健診の際に配布している。子育てサポーターチームの周

知にも繋がっている。 

○打ち合わせ会の開催 

 月１回程度、支援チーム員が集まり、活動方針や事業内容についての協

議や情報交換などを行っている。 

○支援チーム員向け研修会の実施 

 年１回程度、支援チーム員の資質向上のための研修会を実施。有識者の

講話を聞いたり、他市町の家庭教育・子育て支援ボランティア等と情報交換

を行っている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

○コロナ禍を経て、託児の支援や町公民館講座を徐々に再開することがで

きた。また、メッセージカードの作成など新たに考案された取り組みなどがあ

り、環境の変化に対応しながら事業等を実施していくことができた。 

○多方面から子育て中の親に働きかけを行ったことにより、子育てサポータ

ーチームの周知を図ることができた。同時に、子育てサポ―ターへ興味を持

つ方も一定数いることが町公民館講座参加者へのアンケートで把握するこ

とができた。少しずつではあるが、確実に活動の成果がでていると感じる。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校を核とした地域力強化プラン） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


